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空き家の利活用促進を！

2019年10月17日
平成30年度決算等審査特別委員会

問 民間調査機関によると、2030年には日
本の住宅の3軒に1軒が空き家になるとも言
われています。本市も例外ではないことか
ら、市域内に居住する市民が安心・安全に
暮らしていける環境を維持していく上から
も、早急にまた積極的に空き家の利活用促
進を図るべきと思いますが、この課題に対
する取り組みへの意気込みを伺います。

答 郡市長
空き家問題については、今ある住宅をいか
に生かして、地域の活力の維持につなげて
いくかが問われており、そのためには不動
産取引などの専門分野の皆様と協議の上相
談体制の強化及びそれぞれの実情に応じた
利活用を促進する事で、安全・安心な地域
づくりに取り組んでまいりたい。
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2019年10月1日
第3回決算特別委員会・全体会

この度、私の昨年10月以降の仙台市
議会における活動の一端を、市政報
告としてまとめました。ご一読の上
ご意見等賜れば幸いに存じます。
今後とも、変わらぬお力添えを心

からお願い申し上げ、ご挨拶とさせ
ていただきます。

令和2年12月吉日

西沢ひろふみ拝

こんにちは。
西沢ひろふみでございます。
常日頃、私の活動に対しご支援ご

協力を賜り、誠にありがとうござい
ます。心から感謝申し上げます。
本年は、新型コロナウイルスの感

染拡大によりこれまでの私たちの日
常生活や経済活動は深刻な影響を受
け、これまでに経験をしたことのな
い１年となりました。今後しばらく
は収束が見通せない状況ですが、私
たちは、この現実をしっかりと受け
止めつつ、ウィズコロナ、アフター
コロナに向けて歩んで行かなければ
なりません。私も微力ながら、市政
の場にて市民の皆様のこれからのさ
らなる安心・安全のために精一杯取
り組んでまいります。

プラスチックごみ対策の強化を！

2020年2月20日
令和２年第1回定例会一般質問

問 本市では、世界的な問題となっているプラス
チックごみ対策として、来年度からレジ袋の有
料化等のほか使い捨てプラスチック、いわゆる
ワンウェイプラスチックの削減策の一つとし
て、審議会等の会議において飲料用ペットボト
ルの使用を控えることなどを呼びかけたと伺い
ました。京都市や舞鶴市では審議会など市が主
催する会議ではペットボトル飲料の提供をやめ
ています。本市も同様にペットボトル飲料の提
供をやめるべきと思いますが、如何ですか。

答 環境局長
新年度においては、市民や事業者の皆様と連携
し、プラスチックごみ削減に向けた総合的な取
り組みを進めてまいることとしております。今
後、この取り組みの趣旨について改めて庁内に
周知を図り、審議会において出来る限りペット
ボトルの使用を控えるよう徹底してまいりま
す。
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2020年5月14日
仙台市議会議長への新型コロナウイルス感染症による
深刻な影響に対するタクシー事業者への支援要望に協力

2019年11月1日
本市ガスフェア 経済環境委員長として
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今後の観光客誘致に向けた新型ウイルス感染症対策を！

仙台港の利活用促進を！

2020年2月20日
令和２年第1回定例会一般質問

問 新型コロナウイルス感染
症の流行により、国内外から
の観光客誘致が難しい状況に
なっており、本市も夏以降の
旅行需要の落ち込みを防ぐた
めに必要な対策を講じるべき
と思います。また、この状況
が長く続きますと市内の旅行
会社のみならず宿泊業など関
連する多くの産業に影響が出
ることから、本市としても風
評被害への対応も含め何らか
の対策を検討する必要がある
と思いますが、如何ですか。

答 郡市長
本市としましても、国内外の
旅行自粛の動きが日増しに顕
著になりつつあることから、
地元事業者の皆様の状況を逐
次把握し、各種の支援制度を
案内するなど丁寧な支援に取
り組みます。また、関係機関
と連携を密にしながら、将来
の事態収束を見据えたさまざ
まな対策を講じることで、本
市の交流人口の早期回復に力
を尽くしてまいります。

2020年2月20日
令和２年第1回定例会一般質問

問 仙台港のさらなる利活用促進に向
け、本市が経済成長戦略において、仙
台港の周辺環境の整備促進による物流
機能の強化を施策として位置づけると
ともに、港湾関係事業者の方々との意
見交換を行いながらさまざまな取り組
みを進めている姿勢は評価します。そ
の上で、今後の具体的な取り組みにつ
いて伺います。

答 郡市長
これからも仙台港の利活用促進に向
け、宮城県等と連携して海外ポート
セールスなどを進めることで、仙台
港を活用した輸出が拡大するよう地
元企業の海外市場開拓を支援すると
ともに、蒲生北部地区市有地の一部
をコンテナシャーシ置き場として整
備するなど、仙台港の周辺環境整備
による物流機能の一層の強化を図っ
てまいります。

今後の仙台城下の景観保全への取り組み！

2020年3月4日
令和２年度予算等審査特別委員会

問 本市には杜の都景観重要建造物の指定制度
があり、これまで仙台城下の景観イメージの継
承の観点から8軒を指定したと伺っていますが、
今後は、少なくとも昭和までの建物は指定候補
とし、その持ち主の方が協力し易い環境づくり
に資する取り組みも併せて進めていくべきと思
いますが、如何ですか。

答 都市整備局計画部長
景観形成に関する重要事項を調査、審議する仙台市
景観総合審議会において、今後の景観施策のあり方
につき現在審議していただいています。その中でも
今後どのようなものを指定し、保全していくべきな
のか、改めて検討が必要とのご意見もあったことか
ら、今後仙台の景観のシンボルを新たな視点で捉え
直し、指定候補の拡充について検討してまいります。
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今後の災害復旧のあり方！

答2  財政局長
これまで災害復旧制度は原形復旧が基
本でしたが、それにとどまらず、地方
単独事業として実施する河川等の防災
インフラの整備に活用できる交付税措
置のある地方債も創設されており、担
当局から予算要求があった場合にはこ
ういった国の支援策も活用しながら適
切に対応してまいります。

コロナ禍のイベント開催に向けて！

2020年6月22日
令和２年第2回定例会一般質問

問 新型コロナウイルス感染症の拡大により、10月
開催予定の「第23回みちのくYOSAKOIまつり」も中止
になるなどイベント開催に向けたマインドは民間、
行政を問わず大きく落ち込んでおり、このままでは
文化芸術活動やスポーツの衰退、さらには地域経済
への悪影響が憂慮されます。この閉塞感を打破する
には行政が率先して、新しい生活様式に対応した主
催イベント等の開催に向けて舵を取り、民間に範を
示すことが最も重要と思いますが、如何ですか。

答 郡市長
各種イベントの開催を心待ちにしている多くの市
民の皆様のために、また、活動の場を奪われてい
る関係者の皆様のためにも一日も早いイベントの
再開が望まれる中、仙台フィルハーモニーが、7
月からの演奏会再開や、8月の演劇公演の開催を
決定し、収容率50%以内での開催など、

民間事業者にとっては厳しい状
況が続いておりますが、本市が
率先して各種ガイドラインに
沿った適切な感染防止策を講じ
ながら、イベント再開への道筋
をつけてまいりたい。

2020年7月21日
経済環境委員長として委員会運営

2020年3月4日
令和２年度予算等審査特別委員会

問 昨年の台風19号により被災した本市の河川の中
には、以前と同じ箇所が再度被災したものも多くあ
ることから、建設局はこれまでの被災箇所のみを対
象とした原形復旧ではなく、被災箇所の周辺も対象
にした改良復旧で対応するための予算要求を国にし
ていくべきですし、財政局には建設局からこれらの
予算要望が出された際には補正予算を含め市民の安
心・安全のためにも優先的な予算配分を求めます
が、如何ですか。

答1 建設局長
災害復旧は原形復旧が原則ですが、被災箇所の前後
を含めた広範囲の対策につきましてはご指摘のとお
り、被害の拡大を防止する上で必要であると考えて
います。今お話しありました改良復旧、これは川幅
を広げたり川形を整えるなど、改良を行える災害復
旧の手法でありますけれども、これについても国の
補助制度があることから、今後その活用について検
討してまいります。

2020年5月15日
台南成大RCより仙台市への
防護服・ゴーグル贈呈に協力
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４ 安全で安心なまちの実現に邁進！

コロナ禍の食糧確保策！

2020年6月22日
令和２年第2回定例会一般質問

問 新型コロナウイルスの感染拡大により、4
月に世界最大の小麦輸出国であるロシアがその
輸出を停止し、さらに世界最大の米輸出国であ
るインドは米と小麦の輸出を停止するなど、国
際市場における食料品不足が起きかねないとし
て国連食糧農業機関等が共同声明を出すほどの
深刻な状況にあります。日本国内においても緊
急事態宣言以降、一部のスーパーで小麦粉が無
くなるなどの買い占めが起きました。国内にお
ける食料自給の重要性を改めて認識するもので
あり、国が掲げる食料自給率の向上に本市をは
じめ地方自治体も一丸となって取り組むべきと
考えますが、市長の食料自給率向上に向けての
ご認識と、今後はどのように取り組んでいくお
考えなのか、伺います。

答 郡市長
今般の新型コロナウイルス感染症の拡大に
よって、世界の食糧安定供給システムへの
影響が懸念され始めています。こうした状
況の中、国民生活の安全・安心を将来にわ
たって確保していくためには、食料自給率
を高めていくことが極めて重要であり、そ
の役割を担う農業・農林の維持、継承のた
めに、ソフト、ハード両面からの各般の取
り組みを推進していく必要があるものと考
えています。また、本市ではこれまでも
米、麦や大豆の生産拡大、地産地消、食育
や食品ロスの削減などにも取り組んできて
おります。今後とも生産基盤の整備や新規
就農者への支援など農業者の方々が将来に
わたって安心して農業経営を継続できる環
境づくりにつとめ食料自給率向上に向けて
さらなる施策の強化を図ってまいりたい。

2020年9月25日
令和元年度決算等審査特別委員会第３分科会

問 せんだいリノベーションまちづくり事業
は、公民が連携して市中心部一定エリアにある
空き店舗や空きビルの連鎖的なリノベーション
の促進と、日常的に道路や公園などの公共空間
の利用促進を図るものです。しかし、日常的な
利用にまで進めるには近隣地域の商店街や店舗
等のご理解が前提条件であることから、今後も
しっかりと納得いただけるよう対応すべきと思
いますが、如何ですか。

答 都市整備局長
この取り組みが持続的なものとして成長する

ためには、まさにその地域の住民や事業者の
方々がこれに共感してまちづくりに取り組むメ
リットを実感できることが必要です。
今後は、これまで以上に地域の方々との連携

を密にして事業を展開していくことで、地域全
体の活性化と価値の向上が図れるよう積極的に
取り組んでまいりたい。

最近の主な活動

2020年10月29日
宮城県美術館が立地する立町地区
の町内会連合会会長とご一緒に、
現地存続を求める要望書を宮城県
知事に提出。

2020年11月24日
青葉区の議員有志とともに、東北
労災病院他３病院の統合移転等行
わないよう強く求める要望書を宮
城県知事に提出。

2020年8月3日
令和２年第2回臨時議会 本会議

住民との対話を大切にした「まちづくり」！


